




1.正常新生児における尿中細胞数 

当院産科で出生した在胎40週,出生体重2,700～3,300gの成熟新生児から得られた92検体

の尿について直接法(フックス法)及び遠心法により尿中細胞成分の検討を行った。(昨年度

より継続) 

表 1,2 に示す様に,新生児における尿中細胞数は,かなりのバラツキがみられるが,直接法

にては赤血球数 80 コ以上,白血球数は 100 コ以上,遠沈法にては夫々1 視野 5 コ以上,白血

球数は 10 コ以上の場合精査を要する。なお,女児の場合は男児に比し稍々多い傾向がある。

乳児栄養決別による差異はみられない。 


